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中間事業報告書

2005年4月 1 日から
2005年9月30日まで

株主・投資家の皆様へ



株主・投資家の皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し

上げます。ここに当社グループの2006年3月期中間期

（2005年4月1日から2005年9月30日まで）の営業の概況

と決算につきましてご報告申し上げます。

●

当社グループは「強い分野をさらに強くする」ことを経営基

本戦略として掲げ、強化分野の「流通」と「アウトソーシング」

に注力して売上・利益の拡大を目指し、品質・生産性向上、コ

スト競争力強化により顧客満足度と利益率の向上を図っており

ます。情報サービス産業界の動向は、経済産業省の統計により

ますと、主力の「受注ソフトウェア」、「システム等管理運営受

託」が着実に増加しております。

順調に伸びるデータセンター事業

当社グループの主力となっている情報処理サービスにおい

て、データセンター事業の業績が順調に伸びており、2005年

4月1日より新たに開設した東京渋谷の都心型第2センターも着

実に顧客誘致を進めております。横浜および神戸のデータセン

ターにつきましても今後の大型引合いに対処すべく設備増強に

着手しております。

CRC版ERP基盤コンポーネント「DREAMERシリーズ｣の本格展開

ソフトウェア開発におきましては、当社は流通に強いSIerと

してeビジネスやWebシステム構築、ERP等各種ソフトウェ

ア・ネットワーク開発を行っており、2005年3月に連結子会
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「強い分野をさらに強く」―
大きな飛躍を目指して
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社となりましたインフォ・アベニュー株式会社は、次期店舗シ

ステムの大型開発案件にて、上流工程の専門集団として協業を

始めております。また、CRC版ERP基盤コンポーネント

｢DREAMERシリーズ｣の本格的な展開を進め、販売・開発・

運用を一貫体制にすべく、組織変更を行いました。

連結売上高1,000億円ビジョン達成に向けて着実に業績向上

当中間期の売上高は27,698百万円（前年同期比1.8%増）

と微増でしたが、利益面におきましては、主力のデータセンタ

ー事業が顧客増加とコスト低減効果により収益が躍進し、ソフ

トウェア開発部門も組織改編とプロジェクト管理の徹底により

採算改善の兆しが出てき始めました。この結果、当中間期の経

常利益は1,613百万円（前年同期比10.2%増）となりました。

また、下半期につきましては、データセンター事業等は引き

続き顧客増加および収益性の向上が続くこと、ソフトウェア開

発では大型内示案件が受注に至る見込みから、通期の業績見通

しは当初公表値どおり、売上高61,500百万円、経常利益

4,300百万円、当期純利益2,500百万円を見込んでおります。

今後も中長期ビジョンとしての連結売上高1,000億円、連結経

常利益100億円規模の会社へと成長することを目指し力強く経

営を推進してまいります。

以上のような施策とともに、コンプライアンスの徹底、セキ

ュリティ体制には万全を期し、組織上の健全なコーポレートガ

バナンスの維持強化に努めて、企業価値向上を図ってまいりま

す。株主・投資家の皆様におかれましては、引き続き一層のご

支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

2005年11月

（注）通期の業績予想は、本冊子作成段階において入
手可能な情報に基づき作成しています。実際の
業績は、今後様々な要因によって予想数値と異
なる結果になる可能性があります。

● 連結決算ハイライト



● 情報処理サービス

当事業分野は、横浜、神戸、東京大手町の3拠点と、新設の渋谷データセンターにおい

て、流通関連分野を中心とする顧客のｅビジネスから基幹系システムの運用までのアウト

ソーシング事業を展開し、当社の主力事業となっております。当中間期は各データセンタ

ーにおいて顧客獲得が順調に伸び、また既存客先の増設等により使用料が増えたことなど

から、情報処理サービスの売上高は16,126百

万円（前年同期比4.8％増）となりました。

今後も東京大手町のセンターの優位性を維持

し、東京渋谷に新設した都心型インターネット

データセンターの営業を促進、横浜、神戸セン

ターについては、ホスト系からサーバー系への

データセンタービジネスの切替えを進めて収益

性向上を図るなど、各拠点の特色を活かしたビ

ジネスの展開を推進いたします。

● ソフトウェア開発

当事業分野は、流通・リーテイル・食品・金融の分野に注力したソフトウェア開発、シ

ステム構築を行っております。当中間期より、大規模プロジェクトに対応できる動員力の

強化、営業面の効率向上、技術情報の共有化および全社標準化の推進のため、組織を大括

りに統合いたしました。またDREAMERの本格展開に向けて販売・開発・運用の一貫体

制を整えました。結果、ソフトウェア開発の売上高は6,214百万円（前年同期比6.2％

増）となりました。

● 科学・工学系情報サービス

当事業分野は、科学・工学系のソフトウェア開発、解析、販売を行っております。当

中間期は株式会社ACRONETの株式を2005年3月に一部売却し、連結子会社から除外

したことにより、売上高(前年同期549百万円)は減少いたしました。石油資源開発関連、

移動体通信関連および製造業関連のシステム販売が好調に推移し、また、風力発電監視

システム開発やエネルギー分野の安全解析等も順調に推移しました。結果、科学・工学

系情報サービスの売上高は2,171百万円（前年同期比17.4％減）となりました。株式

会社ACRONETの要因を除くと実質的には前年同期比5.4％の増加となりました。

● システム販売

当事業分野は、システムインテグレーターとしての機器販売やネットソリューション

関連業務に関わるシステム販売を行っております。当中間期はエネルギー関連企業への

端末機器リプレース需要や食品業者向けの開発に付随した大型機器販売がありましたが、

前年同期ほどの案件取引量がなかったことから、システム販売の売上高は2,830百万円

（前年同期比11.4％減）となりました。
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中間連結貸借対照表 （単位：百万円）

科　目 前中間期
2004年9月30日現在

当中間期
2005年9月30日現在

前　期
2005年3月31日現在

前中間期よりも売掛金回収が進んだため、流
動資産が増加し16,665百万円となりました。

（資産の部）
流動資産 16,665 14,807 19,357
固定資産 12,723 12,341 11,933
有形固定資産 4,235 4,361 4,249
無形固定資産 1,153 1,126 1,190
投資その他の資産 7,334 6,853 6,493
資産合計 29,388 27,148 31,291
（負債の部）
流動負債 8,295 8,202 11,376
固定負債 2,181 2,441 2,025
負債合計 10,477 10,644 13,401
（少数株主持分）
少数株主持分 617 409 610
（資本の部）
資本金 1,934 1,922 1,922
資本剰余金 2,720 2,708 2,708
利益剰余金 12,190 10,379 11,718
その他有価証券評価差額金 1,467 1,101 950
為替換算調整勘定 △ 7 △ 17 △ 20
自己株式 △ 12 △ 0 △ 0
資本合計 18,293 16,094 17,278
負債、少数株主持分及び資本合計 29,388 27,148 31,291

中 間 連 結 財 務 諸 表

中間連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

科　目 前中間期
2004年4月1日から
2004年9月30日まで

当中間期
2005年4月1日から
2005年9月30日まで

前　期
2004年4月1日から
2005年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 120 830 3,910
投資活動によるキャッシュ・フロー 173 5 △ 370
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 587 △ 432 △ 826
現金及び現金同等物に係る換算差額 12 7 4
現金及び現金同等物の増加額（△減少額） △ 520 411 2,717
現金及び現金同等物の期首残高 5,520 2,803 2,803
現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 5,000 3,214 5,520

投資有価証券の時価評価益が増加したた
め、投資その他の資産が7,334百万円と
なりました。

長期借入金の返済などにより、負債合計が
減少し、10,477百万円となりました。

利益剰余金の増加により、資本合計が増加
し、当中間期における株主資本比率は
62.2％となりました。

法人税等の支払が増加したことなどによ
り、当中間期の資金残高は520百万円減
少し5,000百万円となりました。

中間連結損益計算書 （単位：百万円）

科　目

売上高 27,698 27,195 59,459
売上原価 23,089 22,790 49,701
売上総利益 4,608 4,404 9,757
販売費及び一般管理費 3,074 3,019 6,014
営業利益 1,534 1,385 3,743
営業外収益 88 93 192
営業外費用 10 15 25
経常利益 1,613 1,463 3,910
特別利益 14 0 543
特別損失 24 40 477
税金等調整前中間（当期）純利益 1,603 1,422 3,976
法人税、住民税及び事業税 627 328 1,743
法人税等調整額 72 233 △ 84
少数株主利益 13 14 39
中間（当期）純利益 890 846 2,278

中間連結剰余金計算書 （単位：百万円）

科　目 前中間期
2004年4月1日から
2004年9月30日まで

当中間期
2005年4月1日から
2005年9月30日まで

前　期
2004年4月1日から
2005年3月31日まで

（資本剰余金の部）
資本剰余金期首残高 2,708 2,694 2,694
資本剰余金増加高 12 13 13
資本剰余金中間期末（期末）残高 2,720 2,708 2,708
（利益剰余金の部）
利益剰余金期首残高 11,718 9,897 9,897
利益剰余金増加高 890 846 2,278
利益剰余金減少高 418 364 457
利益剰余金中間期末（期末）残高 12,190 10,379 11,718

売上計画やや未達ながらも、前年同期比
でみて売上高が増収となり、また各利益項
目とも増益を達成しました。
この結果、2000年東証上場以降、売上

高、経常利益、中間純利益ともに最高額達
成となりました。
データセンター事業をコアとする情報処

理サービスが、着実にCRCグループの成
長を牽引しています。

前中間期
2004年4月1日から
2004年9月30日まで

当中間期
2005年4月1日から
2005年9月30日まで

前　期
2004年4月1日から
2005年3月31日まで

● 中間連結貸借対照表のポイント
（前中間期との比較）

● 中間連結損益計算書のポイント

● 中間連結キャッシュ・フロー計算書のポイント
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中間貸借対照表 （単位：百万円）

科　目 前中間期
2004年9月30日現在

当中間期
2005年9月30日現在

前　期
2005年3月31日現在

（資産の部）
流動資産 12,324 10,516 14,768
固定資産 12,699 11,876 11,820
有形固定資産 3,868 3,981 3,878
無形固定資産 894 867 925
投資その他の資産 7,936 7,026 7,016
資産合計 25,024 22,392 26,589
（負債の部）
流動負債 9,013 7,742 11,460
固定負債 1,519 1,809 1,370
負債合計 10,533 9,551 12,830
（資本の部）
資本金 1,934 1,922 1,922
資本剰余金 2,720 2,708 2,708
利益剰余金 8,380 7,109 8,177
その他有価証券評価差額金 1,467 1,101 950
自己株式 △ 12 △ 0 △ 0
資本合計 14,491 12,841 13,758
負債資本合計 25,024 22,392 26,589

中間損益計算書 （単位：百万円）

科　目

売上高 19,394 18,783 40,829
売上原価 16,740 16,327 35,126
売上総利益 2,654 2,456 5,703
販売費及び一般管理費 1,923 1,936 3,824
営業利益 730 519 1,879
営業外収益 235 259 470
営業外費用 10 15 25
経常利益 956 763 2,323
特別利益 12 0 662
特別損失 13 10 351
税引前中間（当期）純利益 955 752 2,635
法人税、住民税及び事業税 313 78 1,014
法人税等調整額 44 128 △ 81
中間（当期）純利益 596 546 1,702
前期繰越利益 507 445 445
中間配当額 ― ― 87
中間（当期）未処分利益 1,104 991 2,059

中 間 個 別 財 務 諸 表

前中間期
2004年4月1日から
2004年9月30日まで

当中間期
2005年4月1日から
2005年9月30日まで

前　期
2004年4月1日から
2005年3月31日まで

ITなくしては、企業のビジネスが成り立たないこの時代

に、データセンターは企業のコンピュータシステムを預か

り、安定稼働させるための設備

を提供し、あわせて通信回線サ

ービスや24時間365日の運用

管理体制および情報セキュリテ

ィサービスなどを提供する高付加価値なサービスを提供す

る場所です。いわばITネットワーク社会の心臓部であり、

なくてはならない存在になっています。

CRCは1987年横浜にコンピュータセンターを開設以

来、1995年神戸コンピュータセンター、2000年東京大

手町にインターネットデータセンターを開設し、お客様の

アウトソーシングニーズに、常に先んじてお応えしてまい

りました。2005年4月渋谷に4番目のデータセンターを開

設し、お客様のビジネスを根幹から支え、幅広いソリュー

ションをご提供するセンターとして高いご評価をいただい

ています。

業容や規模の拡大、業態の変化に合わせて、社内のシス

テムを刷新したい・・・

このような企業に最適なのが

イージーオーダー的システム開

発のDREAMERシリーズです。

必要なシステムを、必要なとき

に、必要なだけ容易に構築できます。主な特長は次のとお

りです。

● 経営の質の向上 リアルタイムでの経営分析によって、

迅速な意思決定支援が可能になりますので、経営の質の向

上が図れます。

● 経営改革の推進 必要な機能ならびにシステム開発を段

階的に順次適用していくことにより、業務システムを無理な

くステップアップさせ、経営改革の推進をサポートします。

● 費用対効果 カスタマイズ負荷および受託開発での多大

な作業工数を削減できますので、開発コストを抑えながら

効率的な導入が可能です。

ビジネス・システム構築ソリューション
DREAMERシリーズ

4月スタートの渋谷データセンター、
順調に推移中

渋谷データセンターでのオペレーション風景
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商　号 株式会社CRCソリューションズ

本　社 東京都江東区南砂二丁目7番5号

設立年月日 1958年11月13日

事業内容 情報処理サービス

ソフトウェア開発

科学・工学系情報サービス

システム販売

その他

資本金 1,934百万円

従業員数 1,053名

2,293名（CRCグループ）

株式の状況

会社が発行する株式の総数 48,400,000株
発行済株式の総数 17,564,500株
株主数 2,446名

大株主

伊藤忠商事株式会社 6,032,000 34.3

伊藤忠テクノサイエンス株式会社 2,130,200 12.1

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 844,100 4.8

みずほ信託退職給付信託 みずほ銀行口
678,300 3.9再信託受託者 資産管理サービス信託

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 544,800 3.1

みずほ情報総研株式会社 544,500 3.1

富士通株式会社 460,000 2.6

CRC従業員持株会 314,401 1.8

明治安田生命保険相互会社　第51口 208,000 1.2

ユービーエス エージー ロンドン アイピービー
202,700 1.2クライエント アカウント

事業所一覧

本　社
〒136-8581 東京都江東区南砂2-7-5
TEL.案内（03）5634-5600

青山オフィス
〒107-0061 東京都港区北青山2-5-1 伊藤忠ビル
TEL.（03）3497-4723（代） FAX.（03）3497-4949

関西支社
〒541-0056 大阪市中央区久太郎町4-1-3 伊藤忠ビル
TEL.（06）6241-4110（代） FAX.（06）6241-5315

大手町インターネットデータセンター
東京都千代田区
TEL.（03）3270-3791（代） FAX.（03）3270-3825

渋谷データセンター
東京都渋谷区
TEL.（03）5489-3131（代） FAX.（03）5489-3130

横浜コンピュータセンター
横浜市都筑区
TEL.（045）942-0471（代） FAX.（045）945-1700

神戸コンピュータセンター
神戸市北区
TEL.（078）953-0004（代） FAX.（078）953-0441

東北事業所
〒980-6121 仙台市青葉区中央1-3-1 AERビル
TEL.（022）267-4606（代） FAX.（022）266-0781

名古屋事業所
〒460-0003 名古屋市中区錦1-5-11 名古屋伊藤忠ビル
TEL.（052）203-2841（代） FAX.（052）211-4149

重要な連結子会社の状況 （単位：百万円）

株主名
持株数
（株）

持株比率
（％）

所有者別株式分布状況

株式数（17,564,500株）

■ 個人・その他 2,599,602株 14.80％

■ 金融機関 3,380,400株 19.24％

■ その他国内法人 10,026,400株 57.08％

■ 外国法人・個人 1,452,100株 8.27％

■ 証券会社 99,398株 0.57％

■ 自己名義株式 6,600株 0.04％

株主数（2,446名）

■ 個人・その他 2,255名 92.19％

■ 金融機関 52名 2.13％

■ その他国内法人 61名 2.50％

■ 外国法人・個人 52名 2.12％

■ 証券会社 25名 1.02％

■ 自己名義株式 1名 0.04％

役員一覧

取 締 役

代表取締役 杉　山　尋　美

代表取締役 小　菅　和　夫

取 締 役 夏　目　浩　昭

取 締 役 石　井　建　治

取 締 役 竹　中　公　一

取 締 役 大　西　恭　二

取 締 役 富　田　　　博

取 締 役 直　田　　　宏

取 締 役 正　西　康　英

監 査 役

常勤監査役 海　野　美　久

常勤監査役 末　田　　　昭

監 査 役 秋　光　　　実

監 査 役 佐　藤　茂　隆

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

役員一覧

執 行 役 員

社長執行役員 杉　山　尋　美

専務執行役員 小　菅　和　夫

専務執行役員 夏　目　浩　昭

常務執行役員 石　井　建　治

常務執行役員 竹　中　公　一

常務執行役員 大　西　恭　二

常務執行役員 富　田　　　博

常務執行役員 鎌　田　　　稔

執 行 役 員 大　原　章　生

執 行 役 員 西　村　隆　治

執 行 役 員 菖蒲田　　　徹

執 行 役 員 岡　田　一　夫

執 行 役 員 柴　田　　　寛

執 行 役 員 岡　松　宏　明
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（注）1. ＊印は執行役員を兼務しています。
（注）2. 取締役直田　宏および正西康英の両氏は、商法第188条第2項第7号ノ2に定める社外取

締役です。
（注）3. 常勤監査役末田　昭、監査役秋光　実および佐藤茂隆の三氏は、株式会社の監査等に関す

る商法の特例に関する法律第18条第1項に定める社外監査役です。

会社名 資本金 議決権比率 主な事業内容

株式会社CRCシステムズ 200 100％ コンピュータ運用・保守業務、衛星通信管制業務、システムの開発および販売

株式会社CRCテクノパートナーズ 100 100％ システム製品およびソリューション販売

株式会社ITファシリティ・マネジメント 30 100％
アウトソーシングサービス、高機能ビル管理、営繕・総務、

各種出版物の制作・販売サービス

平成情報サービス株式会社 50 100％ コンピュータシステムによる情報処理

ファーストコンタクト株式会社 50 100％ ヘルプデスクサービス、IT研修の企画立案・実施

インフォ・アベニュー株式会社 490 80.0％ 業務改革コンサルティングおよびITソリューションサービス

アサヒビジネスソリューションズ株式会社 110 51.0％ システムの開発、保守、運用業務、ITコンサルティングサービス

精藤股　有限公司(台湾) 78.81百万NT$ 50.0％
台湾におけるコンビニエンスストアのコンピュータシステム運用、保守、

ソフトウェア開発

会 社 概 要 （2005年9月30日現在） 株 式 情 報 （2005年9月30日現在）



〒136-8581 東京都江東区南砂2-7-5
TEL.03-5634-5684（広報室）
e-mail: press@crc.co.jp

URL http://www.crc.co.jp/

＊住所変更、配当金振込指定、単元未満株式買取請求等、株式事務に関するお問合せは、
こちらまでご連絡ください。

● 株主メモ

決算期 3月31日
配当金受領株主確定 3月31日および中間配当の支払いを行うときは9月30日
定時株主総会 6月中
名義書換代理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号　

みずほ信託銀行株式会社
同事務取扱場所 東京都中央区八重洲一丁目2番1号　

みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部
（お問合せ先＊） 〒135-8722 東京都江東区佐賀一丁目17番7号

みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
電話　　0120-288-324（フリーダイヤル）

同取次所 みずほ信託銀行株式会社　全国各支店
みずほインベスターズ証券株式会社　本店および全国各支店　

1単元の株式の数 100株
単元未満株式の

上記名義書換代理人がお取り扱いいたします。
買取請求取扱場所
公告掲載新聞 東京都内において発行される日本経済新聞
投資家情報（IR）の

http://www.crc.co.jp/koho/ir.html
ホームページ


